
宇都宮市立宝木小学校 第６学年【国語】問題の内容別／観点別正答率

★本年度の市と本校の状況

本校 市

69.8 68.2
87.9 89.0
53.1 67.0
71.7 72.3
66.4 69.2
53.3 59.8
47.1 48.9
85.2 87.8
69.8 68.2
77.9 79.5
57.8 61.5
70.7 76.2

★指導の工夫と改善

作文

・正答率は，市平均を下回った。「指定された長さ
で文章を書くこと」「自分の意見とその理由を区別
して書くこと」はよくできていたが，二段落構成で
文章を書くことができなかった。

・目的に応じた段落構成を再度理解させるとともに，文章
の読み取りや話し合いの際には，自分の意見とその理
由を明確にしながら取り組ませるようにする。また，自分
の書いた文章を読み返し内容を確認することで，読み手
のことを考えた書き方を意識させる。

説明文の
内容を読み取る

・正答率は，市平均を下回った。「文章の内容を的
確に読み取ること」の問題では，正答率が５０％
程度だった。また，「文章の構成を的確に押さえな
がら読み取ること」の問題でも，正答率が６１％に
留まった。

・重要な文や言葉に気づかせたり，接続詞などを手がか
りに段落ごとの関係を考えさせたりする。また，文脈に即
した内容の理解が深められるように指導していく。さら
に，文章全体の構成を考え，筆者の意図を考えながら読
み取らせるようにする。

・「俳句」に関する問題では市平均を上回ったが，
「三字の熟語の構成」「敬語の使い方」の問題で
は，市の平均を下回った。特に，尊敬語の使い方
の問題では，正答率が５０％程度に留まった。

物語の
内容を読み取る

問
題
の
内
容
別

パンフレットと
話し合いの
内容を読み取る

問題の内容

・「資料と話し合いの内容を正しく読み取って考え
ること」の正答率は市平均を上回ったが，「資料と
話し合いの内容を正しく読み取り，適切に文を書
き加えること」の正答率は，市平均を下回り，正答
率が５３％であった。

・今後も各教科の授業や日常生活において，話し手の意
図を意識して聞きながら，自分の意見を持ち話すことが
できるように支援していく。また，集会などの後に，話の
中心を振り返る機会を設ける。

・漢字スキルを活用し，６年生で学習する漢字だけでな
く，既習の漢字の読み書きや熟語などを練習させていく。
また，作文や行事などの振り返りで文章を書いたりする
際や，ノートの記入などでも，既習漢字を意識して使うよ
うに指導していく。

・漢字の復習をする際にも熟語に目を向けさせ，文章の
中で適切に使えるようにさせる。
・敬語の使い方については，日常生活の中で相手や場に
応じて使えるように指導していく。

・構成メモをもとにパンフレットや作文を書く学習を通し
て，書く際の大切なポイントについて理解を深めさせる。
また，話し合いの中のキーワードとなる言葉にも着目さ
せるように配布物を使い，日常生活で話し合いを行って
いく。

本年度の状況

漢字

・正答率は，市平均を下回った。漢字を読むこと
の正答率は，８３～９７％と高かった。漢字を書くこ
との問題では，「往復」「耕す」についてつまずきが
見られた。

言葉の学習

話し合いの
内容を聞き取る

・正答率は，市平均を上回った。話し手の意図を
考えながら話の内容を聞く問題では，正答率が９
０％程度であり，話し手の工夫を考えながら話の
内容を聞く問題では，正答率が７５％程度であっ
た。司会者の役割を理解して，適切な言葉づかい
で話す問題では，市の平均を１０ポイント近く上
回ったものの正答率は，４４％程度だった。

・「登場人物の心情を読み取る」の正答率は，市
の平均を上回ったが，「情景を思い浮かべなが
ら，登場人物の心情を読み取る」「登場人物の様
子を読み取る」の正答率は，市平均を下回った。

・登場人物の様子や心情のわかる語句や文章表現をて
いねいにおさえて読み進めることを指導していく。読書活
動を薦め，物語のおもしろさを味わわせるとともに，文学
的な文章に親しむ機会を増やしていく。

 話し合いの内容を聞き取る
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漢字を書く
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作文

 言語についての知識・理解・技能

本年度

今後の指導の重点
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